
な
ど
は
各
市
と
も
震
対
の
段
階
で
す
じ
、
巴
塚
町
胞
に
ロ
踏
つ
な
が
る
排
ポ
閉

が
、
て
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
そ
の
都
道
の
解
決
も
急
車
)
委
し
ま
す
。
市
民
自

ふ
市
の
特
徴
も
出
て
く
る
南
長
な
汗
一
肝
心
で
つ
ど
い
で
は
、
予
つ
し
た
令
市
川
川
な
こ

捕
し
よ
う
ひ
ま
た
、
寸
宏
一
の
万
討
が
万
と
、
地
域
の
問
題
、
身
迂
な
こ
と
な

し
い
ち
出
さ
ι

な
け
れ
ば
予
三

t
ふ
ろ
の
ら
そ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
討
匂
に
怠
る

出

っ

か

あ

り

ま

す

。

と

思

い

ま

す

。

モ

ヨ

し

零

封

を

地

じ

艶
興
酎
試
験
拐
庇
拙
、
新
幹
綜
相
模
て
、

ε出
向
の
み
な
さ
ん
同
士
で
語
し

湾
出
町
駅
山
引
を
は
じ
め
と
し
た
中
心
市
街
合
い
を
す
す
め
て
い
た
だ
く
よ
う
望
ん

レ
地
の
再
開
高
の
問
題
も
そ
zう
で
し
ょ
う
で
い
ま
す
。

ざ

間
帯
震
討
議
問
問
調
同
脅
か
も

ま制
今
回
の
市
民
む
つ
ど
い
は
、
地
警
慢
の
童
話
題
が
集
中
し
て
し
ま

病
対
盟
と
し
た
も
の
を
十
四
回
、
問
怖
を
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
も
っ
き

c

叫
裂
と
し
た
も
の
を
七
日
開
主
主
。
つ
め
れ
ば
、
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
る

川
市
開
陸
自
日
粍
は
出
去
の
と
お
り
で
す
も
の
官
F
か
ら
、
大
事
に
し
て
い
き
た

引
が
、

ζ
の
市
誌
の
つ
ど
い
で
は
、
月
h
に
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

山

お

配

り

し

た

「

語

草

書

副

委

と

ご

ろ

で

、

高

言

語

揺

さ

智
構
怨
(
湘
南
中
さ
」
没
。
一
検
討
い
た
戸
ヤ
く
れ
る
「
基
本
構
想
(
ま
変
ご
は
、
市

も
の
で
す
。
己
の
義
主
揖
煩
(
素
案
〉
同
国
自
つ
ど
い
接
、
総
合
開
界
五
画
答
識

で
は
、
ま
ち
づ
ミ
幻
の
諌
題
と
し
て
の
会
で
の
審
議
、
さ
后
に
は
院
と
の
協
議

日
つ
の
大
き
な
起
を
立
て
て
い
ま
す
。
を
搾
て
、
市
議
会
十
二
月
定
例
会
へ
提

「
民
菌
壱
う
る
お
い
の
あ
る
螺
ゆ
た
出
す
る
と
い
う
自
得
で
す
す
め
ま
す
。

引
な
ま
ち
づ
〈
D
」
、
「
幸
せ
で

ωふ

ζ

の
計
聞
は
、
議
主
計
盟
、
実
施
計
図

れ
あ
う
人
唱
し
何
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
〈
と
、
よ
り
呉
障
問
な
内
容
へ
と
情
定
作

。
」
、
「
創
造
住
ケ
持
め
、
党
氾
を
は
一
げ
み
が
す
す
む
ζ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

え
、
摂
家
は
都
市
農
業
の
為
り
方
に
不
ぐ
く
む
心
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
、
の
指
定
に
あ
た
っ
て
石
川
市
長
は
、
去

安
を
い
だ
い
て
い
ま
す
し
、
漁
業
も
流
瓦
和
と
間
刀
の
あ
る
告
産
性
ゆ
た
か
李
河
十
八
日
、
全
職
員
に
対
し
て
箭

漂
白
減
少
な
ど
で
、
苦
し
い
ぢ
」
を
し
な
ま
ち
づ
〈
左
、
「
親
し
み
と
事
バ
宅
の
基
本
的
な
考
え
方
雪
印
し
協
力
を

日
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
場
は
、
新
ふ
の
あ
る
都
市
機
結
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
求
、
白
土
手
レ
た
1

己
白
内
容
は
市
民
自
み

余
地
が
乏
し
い
と
い
っ
た
只
合
い
に
、

19
一
の
五
つ
が
毛
れ
で
す
。
な
さ
ん
に
向
け
て
の
市
長
の
伝
識
が
伝

い
ろ
い
ろ
な
万
誌
で
い
ま
苧
を
打
た
な
と
の
五
つ
の
控
に
近
づ
く
方
仏
は
鵠
え
る
r

も
の
と
も
い
え
ま
す
。
む
一
♂
い

い
と
ど
言
つ
に
も
な
ら
な
く
な
る
と
い
つ
つ
か
あ
る
と
患
い
去
す
。
し
た
が
っ
て
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ふ
配
が
あ
打
点
ま
す
ロ
同
法
の
っ
と
パ
だ
い
同
、
モ
白
方
法
八
刊
を
担
塚

D
4按
が
決
ま
る
と
も
い
っ
て

今
回
の
計
画
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
む
意
見
が
出
さ
よ
い
大
事
な
集
会
で
す
。
市
民
の
つ
ど

帝
が
ら
昭
和
六
十
九
単
底
ま
で
の
中
立
れ
て
く
内
あ
で
は
な
h
か
シ
弔
訓
し
て
い
で
は
、
「
わ
た
く
し
の
地
域
は
こ
う

年

間

む

ま

ち

づ

く

り

む

わ

く

組

み

を

い

ま

す

。

あ

D
た
い
」
、
「
平
塚
は
こ
三
フ
い
う
方

ず
る
も
白
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
ろ
し
た
が
っ
て
、
話
し
合
い
の
中
心
で
向
に
す
す
む
べ
き
」
と
い
っ
た
な
窓

い
ろ
な
分
野
の
も
の
が
盛
り
込
ま
れ
ま
あ
る
「
基
本
構
想
」
よ
り
、
む
し
ろ
異
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と

去
月
一
白
就
任
し
た
よ
七
川
市
長
は
、
翻
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
社
会
の
う
む
き
に
都
市
づ
ミ
り
の
~
訂
す
ョ
余
同
時
間
や
地
境
社
会
の
ゐ
夕
方
は
的
な
「
基
本
計
画
」
、
「
実
施
計
患
い
ま
す
。

議
会
六
月
号
裂
で
、
今
後
の
前
政
市
役
所
内
部
と
し
で
の
計
画
案
受
固
定
λ
き
さ
れ
る
ζ

と

は

猛

か

で

パ
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事
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少
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よ
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計
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見
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閥
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問

伸
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一
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喜

一

冊

一

2
2館
畑

併

問

問

併

問

、
行
政
の
歪
姿
勢
と
し
て
掲
げ
た
り
語
、
挙
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
置
し
を
草
加
え
な
が
ら
で
ち
に
、
護
公
銀
公
子
三
樹
公
公
慶
ム
百
公
公
認
問
見
唱
〈
芥
¥
、
夜
一
日

つ

の

点

白

中

で

、

「

計

調

的

富

士

た

自

主

え

を

お

突

い

た

だ

毒

た

い

か

民
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つ

ね

ら

い

を

定

め

た

も

か

央

罰

訳

輔

糊

白

浜

田

昌

史

祉

野

原

品

刈

土

一

品

的

配

向

水

執
行
」
を
挙
げ
、
そ
の
方
法
と
し
て
と
思
い
ま
ナ
。
も
っ
と
も
、
省
エ
え
ん
に
向
け
て
、
そ
の
時
代
時
代
白
市
民
が
中
金
怯
れ
世
主
倒
曲
者
4

眠
中
日
明
大
中
揖

2
n品
慣
行
一
一
且
横
花

新
組
合
開
話
計
図
書
っ
て
、
計
画
ず
の
望
が
と
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一

身

近

に

返

っ

日

主

力

雲

わ

せ

て

築

き

あ

げ

、

受

け

曜

い

帥

掛

幅

削

都

ぞ

の
あ
る
=
行
翼
運
送
事
じ
て
い
〈
と
ま
ず
と
長
期
の
計
画
を
立
て
る
の
は
大
で
い
く
i
と
い
う
こ
と
が
叱
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叩
れ
あ
う
ま
ち
、
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
い
ま
の
平
或
は
住
み
よ
い
と
も
い
え
雑
し
、
駐
車
場
の
不
足
は
焼
事
長
え
仕
ぽ
伏
作
付
収
後
伊
佐
閉
山
げ
ぱ
冷
山
川
山
川
淵
河
川

引
を
め
き
ず
ガ
訟
と
し
て
、
な
に
が
ま
ず
。
し
か
し
、
ょ
く
見
る
と
い
ろ
い
て
い
ま
す
し
、
商
震
性
常
も
問
問
調
の
緒
児
却
叶
一
ク
円
)
ク

H
J

ク

お

幻

岱

十

町

山

む

わ

い

ト

引

い

f

〈

一
ら
れ
る
の
か
l
e
そ
れ
に
は
や
は
ろ
な
出
で
叫
U

ず
み
が
出
γ

閉

め

て

い

ま

す

少

で

む

ず

か

し

い

情

勢

で

す

。

ま

だ

、

ト

市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
考
え
ぞ
お
平
明
烈
間
辺
ば
自
動
由
民
、
自
咳
車
三
司
唱
ー
す
守
散
の
営
縄
問
以
認
に
あ
る
レ
一
主
、

i

9

腕336( 8月

λ 
t立

新
U
い
ま
ち
づ
f
Dの
計
画
、
「
仮
称
新
年
撃
「
麗
」
は
、
そ
白
名
称
を
「
第
一
一
次
平
塚
市
結
合
開
発
叫
出

直
」
と
疋
式
に
決
め
、
今
後
の
策
定
昨
業
を
す
す
め
る
ζ

と
ド
じ
ま
し
だ
と
の
計
回
の
構
想
探
索
は
す
で
ね

コ
月
十
五
日
白
広
報
ひ
ら
つ
か
特
集
琴
で
持
表
し
、
同
」
唆
即
時
で
同
」
一
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
と
ろ
で
す
が
、

ま
だ
甫
員
計
識
の
段
潜
在
経
て
い
ま
せ
ん
a

そ
乙
で
、
A

雪
月
十
八
日
か
ら
九
万
六
日
に
か
け
て
、
市
内
巡
同
で

構
想
素
案
に
つ
い
て
白
市
民
集
会
を
も
っ
ζ

と
に
し
ま
し
た
。
一
新
し
い
結
合
間
一
奇
才
附
を
一
語
U
A口
ヨ
市
民
の

つ
ど
い
」
と
い
う
名
前
支
行
い
ま
す
か
、

ζ
の
集
定
な
る
べ
く
多
く
の
一
方
に
門
」
#
ノ
如
い
た
だ
さ
、
と
れ
か
ら

の
平
裁
を
一
緒
に
警
へ
話
r
u
A
口
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
ナ
。
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恋
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
日
己
ろ
か
ら
い

f
Eい
う
正
き
の
物
、
位

向
語
琶
の
蝦
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
九
月
一
日
は

「
防
災
白
日
」
。
と
の
槽
A
A
に
、
あ
な
た
自
身
の
一
防

myd痛
い
竺

P
得
点
椅
H

し
て
み
よ
吉
。

だ
h

っそる混ぐす真とだ
例

ν
山
門一
一
さ
る
七
月
六
日
、
品
展
y
i一人
Yに

仇
そ
な
え
て
お
お
が
か
り
な
京
出
訓
練
が

削
相
模
川
で
行
わ
れ
た
。

斑
と
白
京
町
訓
奈
は
、
市
内
の
水
防
団

一一一の
員
と
通
説
議
院
楽
部
工
作
抜
、
県
平
塚

何
来
事
務
所
、
事
設
部
a

下
水
道
部

た
職
員
約
百
人
が
告
加
し
て
、
ポ
防
士
法

い
つ
技
術
の
修
得
向
!
と
と
水
防
悼
制
的
よ
り
一

レ
一
層
の
強
化
充
実
を
は
か
る
た
め
に
開

難
か
れ
た
も
の
。

当
5
は
建
五
担
省
関
璃
闘
方
廷
話
局
京
」

一
院
工
事
事
務
所
の
協
力
主
掃
て
、
午
前

<>法揮摺談

。その抽のオ自談 毎月教育本日談、予乙活事故本官談、

相談を行っています.

く〉県市合間本自説 8 月24日〈金曜日 )[3時~18時 平塚駅北口31'
番高官

ζ法徳相談、受遇事故相談、県段、市政一般栴談など〉

福役会童室内幸容談笠宮(33)おお

tむ臨むと相談，径i塵月曜日〈第5を除ぐ)13碕'-15時
母子相説・平田、 S時~15持30分・常設
宮廷沼蜜相談 a 平目、書時~16時

高齢者職業相談網平日由時30分-16時 e土曜日 9時'30分-12時
結婚相説・毎週日曜日以時-16時

市民穏談窓/市役所管(23)1111 

曲-股生fJ!相談・ 9 月 11 日 E火曜白〉・ 13時 ~16時 人数に銅fjs.宮がある03時受付〉
人権法話相談・ 8月紅白、 9月4呂亡火曜日) .13時-16時
行政苦情担割・ 8月21目、 9月 4日〈火曜日コ・ 13時-16時
塁筆記相談・ 9月14日〈金曜日〉・13時-16時
宅地建物相談.8月288C火曜日) .13時-1E時 A数に再開製がある(13蒋受付〉
住宅相談会 8月218C火曜沼〉・ 13時~16時

再弱者繋て特許J相談・ 9月 3臼 f月曜日〉・ 10碍-15時
下請取引巡回あっせん・ 8月16日 OM蓋自〉網 13時30分-16時
定例年金相談・ 9月13日 C木曜8)・ 9時30分-16時
鞘費生活椙談 E 毎週水曜日 .1日時~15時

青少町相談・平田、 9 時~16時 e 常設と青少年課〉
⑮交通事故相談母親汚瞳日 .1世帯-16時 交渇安会協会 C市民セYタ}議〉
φ軸寄椙説@電話で予約33-5535 設宵1iJI惇E明相談窓 京受け付け!計百談跨始時間から
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記義左官主語長究警鐘手議議警察喜望。美奇 主審
自主宅害時滝野 5555き?
セ完皇室お宅罪E雲吉宗ぼEE高信会でぎ告宗主足

}f i i;;;i;民22ifi;13ifi
若戸系三宮ぞ主ミぷセ雲更も溺弓る学 ち2戸4
22Eh ZR宅ち討さ45=25RP55 
;332iiziiiγHiii 2ii 
私立幼稔鼠一覧表

Eアイロヱオl震〉

暫烹剖枇窓j 33-22日
E犬神主豆引障調 54-3288
ヲペ~ち桔劉 21一一7302
神田幼時隠 55-0841
黒部丘劫唯関 32-1221
さ なだ幼存主主唱 58--{)001
さ き とjJふり手段苛 54-3558
開南桜ナ丘三ゴ蝕 31-2623
清水学医付摺幼時 58-8080
しらふ己 幼駅周 34--3237
;p 訂之 主力 孝生 瑳自 32-5775 
づくしタ斤住瞬間 7035
つるみね 幼稚閣 22-2007
道和幼稚臨 31-0595
なでし己幼稚!溜 31-2471
白鳥幼未住吉宮 32-7R75
花乃的措霞 32-∞RC
求訴税関 31-5921
東中原幼段閤 33-4849
平岡幼稚関 58-1188
平窓紫苑 幼暁爵 31-2654
平誠二課 幼稚潤 31-0864
ホコ E乱 ~J T芭 L苛 22ー--0558
実害，時;司 55-3830
めぐみ幼稚潤 32-3422

討す立幼稚言語の透爵広域と募集人員

さぐら幼稚麗 55-4414 2∞人大野八曙'真土小学校[え
ひばD幼稚閣 31-3828 240人中原南原松1)1丘小タ
柴田1が荏[索 31-5326 80人患臼小学校区
ゴて 幼紙三智 58-1415 80人 土屋 9 
誠烏幼稚麹ー←0953 80人説島タ
金百幼稚関 58一一0243 160入金目 ρ 

言語幼稚閤 22-4189 80.人潜 タ
松原幼稚[盛 23-2834 80.人松原 p

全額i持費実態議査

C9月、 10月、 11月の3古リゴ間にわたD
金問消費実標調査が行われる。

。 ζの調査は、間民へ白暮らし向きを家

計百Iから総合的にとらえるものロ

。平器市では、次の地医の~~誌のt世帯が

対象となる。 8月下告に調査員が{ejう

のでな協力を台

上旬下活沢、横円、タi欝タ丘、真こ土、諏
訪町、天沼、拍ク誤

行政諜統計議査揮

1 

8 
9月 7
9 

※滋霊寄生活栂談もf乳、ます
坦当 主主治諜市民相談室 CTE L-23-1111内鶴293~



計量器笥緩重要
雪月25日 CY<)0中央撲協t'硲充晴
?- ~ φ タ 金田支:所

グ 26日仁オ<:) ?- 中原出笈ilf
;J.- 27日く木)0城島公民館
i? ~シ 守 φj盟問公民館

1" 28日仁金〉 金呂公民館
10月 1 白 (J~) 中央農協力目支f_li:̂
?' 2日 E火コ 神田公民館
?' 3日 α0 富士見公民吉3

'" 4日 CホC) ク

.9 5 B (金〉 花水公"，1訟
ρ8臼〈月〉 合間庁舎

" 9臼 CY<) 平塚競輪場
，p 118 Cノ幻 平援競輪場
，p 12日 C金〉 松原公民館
ク 15BC月〉 農協["l之宮出張芳
，? 16 日 ~19臼見!lH台部育館

く〉日]は 9時3C分~11時3C 分、 φ日]ば1害

時---15時、無印は 9 時30分~15時

一一一一一

催
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。
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探
険
税
は
、
間
保
の
大
切
な
問
問
滋
職
場
の
鍵
保
等
に
入
っ
て
い
な
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篭
語
お
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一
一
一
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線
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四
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人
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す
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一
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四
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へ
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4rタ
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。

間
保
は
み
ん
な
で
一
助
け
合
っ
て
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と
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な
る
。

e

異
動
に
よ
る
場
合
は
十
四
日
以
内

あ
な
た
の
鑓
康
を
守
る
保
険
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A

内
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に
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V

に
悶
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け
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な
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つ
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な
た
自
責
が
白
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る
と
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に
な
る
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そ

宅~ì滞在ん、おいζろ世界のE国々をEもたいと
船員になったが、明治38年にハヲイヘ部設士
として移伎、昭約百4年に初めて帰国、それか
ら剣道(10設から始め混在範i:.七段〉によ
る臼本:とハツイの台授が始まつで、通算7C年
r;号ハヲイに住まれたという。そんな訳で、子

品目人、孫17人、位認13人はすべてハクイロ
住んでおられるc し双子は、毎日葉まきが3
輩、消ウイスキー少々、コ}ヒ-3杯と大の
民が緩む閤げする位。

長命白泌総止、金もうけを考えたD、欲を
出さないこと。すなわち「欲から離れるJこ
とだそうだ。松風町21番 9号に菱自桂?甫コワ
正74融コさんと 2人住まい。日早治12年 3月12
日生まれ。

IHI¥lIIIJIII1111川村 11I1Jllllllilllllllllll!!I!IlIJlI!IIIIlII!ll!lllllllllllll-

床下薬剤散布尽稜

n富士見地震1
8 fJ16日仁木3
fr 17EJ (金3
fr 21日 Cグく〉
?- 22日 (オて〕
fr 23臼仁木〉

中里町内会

18日〈土コ 訟=出E了間、内会
柳防丁@TP句会
上平塚町内会

桜ナ丘自治会、宮北見V荷丁
F有"'ミ

E松原地底1
8月24日 f金う 老松町、馬入本町自治会
，p 258 C=i:J 綬木町わ堂、予定沼自治会
。27臼 CJl) 八千代町、調室望新田自治会
E花水・なでしこ地底1
S月29日げの 操子長豆、唐ナ原自治会
ク 30日げU 黒部丘前部自治会
d-31El (金〉 黒部丘四部自治会
9月 l日〈立〉 八重量匹見自治会、黒部丘鵠1

親陵会

t 3日〈月〕、 4臼 C火〉 花水台自治会
.，. 5日 C水コ、 68仁木〉 益平自治会
.，. 7日仁金〉 虹ケ浜西部自治会
。8日 C:iニ〉 虹ク慌東昔話自治会
.c.-ll日 Cヅく)~13B 仁木〉 漁持地区町会

，p 14日 C金〉 寵宮城ヶ丘自治会
d-17臼〈月〉 拙r咽7自惜会
災以下は次号でお知らせする。

7 2 

市内のノム・中学生を対象に「線裂かな街づ

< j)Jを表現したボス主}を事揮している。
作為は1人 1点とし、応募作品は返還しな

い。用紙の大きさは54四X38四とし、たで書

きのこと。霧号室に母次世名、学年、民名を拐記

し、ふ"10すなをつけるa 機語等文字は-WJ使

用しない。

φ応募先市都市開発部公屋書緑地諜

霊童話 23-1111内融425

4参締め切担 9月29日 E土〉
作品
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長時間さらされると難総よなる

カラオゲ 65*ン-90ホ"

lまdとんどの人がい巴いちする
ピア 76ホ釘匂90ホ"

m庄が上昇する
タ輔?欄 56*シ"""78ホュ，

食欲l司選.j~海@耳鳴むがする



選手愛護、組み合わせ抽せん 1醤くじの

損内レインポーズ主将高木純一君
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小学校の郡豊聾勝チーム、策中原スカイラークの選手諸君雪

神田77イターズの作戦会議、監督さんも一生懸命だ主主墨田中では、これが〈スイカコ一番/さ晶、ファイトだ果敢!こスベ日込んだが惜しくもアウト〆

との流荷、五時紫発罵のため毎年、同時期、

両地点で品'J殺を?賀乃立しようとするものの

く〉募集人員 … 弘吉人
く〉日 時 10月 7日〈臼コ午古C;9時

~午後6時
容仁間街のお宅局所で1

時間あたDの逗封才援の数を
かぞえる

<，援金 4OJm"I]

く〉募集要件男創立問わ，~レ、が19歳~40

歳ぐらいまでの万c

。申し込み 市街:ζ課開業イ系〈電話23ー
1111内線548)へ電話で申
し込みをι

く〉内

五雪 fl19羽 〈毘〉 雨天中止
薬会場所平塚駅改札口付近7待50分

く〉コース平場駅茅ナ崎駅密川駅浄見

寺霊存ク崎市民自謀。大路誠並大庭神社…

義行駅藤沢駅 平塚駅仁左伝行約10九〉

C持参するむの弁当、ホ館、はきなれた政交

通費約S∞f弓摺織する。
組滋体育課費量認 31-3050

良一……

訟でも自由に利用できる。 種自はパス

ケット、パレ」、パドミントン、卓球。

パドミントジ、卓球のラケy I'...シマトノレ、

ポ}ノしは各自持ジする。

9Jl3El(月〉 午後?持~8a寺
9 溺〔丹〉か
※ 8月は第ト第2月曜日だったので終わ1O
ました。

なお、運動ぐっ C上ばき〉と滋動のでき
る寂装で参加すること勿

71 



行川'"文 学川111111'111111111川11111¥1

5良殺し クレイプ・トマス

メグレ保安官になる

ジョルジコ・ジムノジ

うからっ風と枚百

誘思

暗黒空域

野いぱらの衣

姉さんの子守唄

ホテノレ特急

市艦隊白奇観

ヱドモYf'.ハミノレトン
策 21ク〈下rI1戦争

ジョ -y'H'スミス
フミーノレ・ 7ァイブ ジム・パワトy
亡命荷 高橋有怪

問季子津子}:.下五木寛之

予言fの設 中豆千託子

!向う倶1)への旅 ル・クレジオ

刊 IIIHI家互主・生活川11111111111111111111¥11
健

久子

交換E智会
ザ月 2["1 C日)10持。苛

I パニックj カヨ~ 20分
「防火管理者Jカラ- 20分
rJ.978科技展沖地主君の記録jカラー18分

すこども狭E霊会
コ9月9日亡日コ 10時、 14時
「安静と厨子宝丸」カラ」プニメージョジ

1時間23分

会議然観察会
大山に秋由自燃をたずねて

勉 9月 2日 C日〉午前8時~午後5時
eコ}ス E域一伊勢原一大山 F社一大f1J一

席沢陣…広沢寺温県一五厚木仁選甘H)'キロ会長<)

翁 8月258までに往復はがきで申し込みを。
多数の場合は拍せんで30入。ただし、小学
4年生以上。

女裂をs!る会 丹食をs!ょう
ー9月 6B (オO 午後 8時~8時

. 8 A28日 α0までに往復はがきで由し込
みを。多数の場合は拍せんでお人。

会織文二七務をつくろう
体験学習と1)-ズ臨時

・9月13日・ 20臼・ 21日
明 9月7日までに往復はがきで申し込みを。

定員15人。ただし、 3日間連続して参加で
きる方を対象とする。

官申し込み先往復はがきに住所、民名、年

齢(学年〉、告患話役記入むうえ、それぞれの

締め切の 日までに博物館へ。

史博物館平254浅間町12~41電話33-5 i11

公滋再奇エl"?ザーンアンドウザーン

第七凶ブヱロステイノりレひらつかに委参加して

湘南平をきれいにしよう。

・8月訪日〈日〉午前9時30分~午後3時30
分まで。

・青少年、一信之30人を対襲

交関こう/雲監おう/かながわ50選
今、 ζのときを逃すなf民謡はジ}パYで
も歌える。三浦、横須賀地区を中IU.に歌昌指
導もする。

;下関2上問主の誌レ-1"

!?詰;ii;pi;
!j jilj;!!! 

マ
寵
装
F百
百

援

護
芳IJく:D19 0 
住)干

塁所宅嬰
蛤⑦?こ京
民郵都

家主学童
枝ふる親
名!J 0 布
、元3 台

学な ? 

u トラブj~マン笑うと毅すぞ1/

とき 8)j26B(日) 8 '30-

ところ有楽i'l': E L 22~0487 

料金 大入、小人 150F弓

• 8 月19 日 C日〉午後 1 時~3持

。青年、一般犯人を対象

す怒革まのま蕎E装~将緩~
君の手はそれでいいか/乙れ~，将棋の指し
方位コア。手軽でしかも一人でもできる将棋

は、頭の体損にピツ虫!J女性秘心者大歓迎

• 8 月 31 日 ~9 月286、得税争関日午後、 6時

30分~8時30分まで。

・青年20人を対魚

交美術教室主・レタワンゲコース

字が下手なのは生まれつき、などとあきら

めるのはまだ早い。短期閣;こ美しい文字な掛

けるための実E主主考座。
• 9n 6 日 ~11月 1 目、毎木曜日可後6 時

3日分~8時30; ままでe

・膏年、一冊20人を対象

1たおとしよりは今日は/

毒



書聾対語 病 37う〉月を経過して4裁に
迭するまでの読み幼児で、 BCGを→
i自も受けていないお子さん。

豊富時間午機 1 時30:分~3 時まで。

ただし、封印の会場は午後2 侍~3
時まで。

量密白菜室cYぺJCクリン接穣〉
吉見 5日 中原公民館、金回公民主官

民い弘前~I':'廷~ffß

'" 12日 八路公民館、神田公民館
出抗むも公民館

$-' 19目 花水公民館、市民病院
麹判定自 (BCG接種〉
事月 78 中京公民館、金呂公民館

夜間;崎公民館

t 14日 八隅公民郎、神医公E松宮
医院お公民館

9' 21日 ;r-C;;j(土技官、市民病官怠

母Yペノレクロンを接種したb、必ず
判定を受けよう。

他白地区は来年 3Ylの予定です。

満 10竺までの赤ちゃんを対象。栄
費、生活指道、 t投手動噴出宅等の育児に
墨書するいろいろな関電をお母さんと

ー諸に考える。時聞は9時30分-10
時30分母子健康手慌を待望お
8 Jl16日 阪市'%土斗Eモg，吉
o' 21円 神m1~D乙明

;f' 23r-1 c{沢公民館
" 28日 公民指

9f14 日 ;点と上
.t 6日 宇田公民館
?-' 11日 てニミニ、上主食E

日韓部レントゲン健診

ゃん

会豊間平等寺432 ~g壌を経営し
ておられる遠藤計ーさん (27溝〉
と静子さん (26噴〉の長男。現在
8か月半で体重10.5キロ、身長6，雪7
54培 1月お生まれ。
母乳で育っているせいかよく京

白、カゼひとてコ口かない健康優良

児。豪ちゃん愛きょうかよく、 3
か月健主のとき保健所から突いす

ぎては と、いわれたほど。でも

[気性が激しくて、怒ると芋7つぎつ
けられなくなる 0・j とは、親の弁

半-11時甲 13時半~1七時半

8 辺誠子Jト!Jソク教会 。調理公長時

砂日持福寺 む松原必民

" 20亡Jl，こ寺 高原由た会館

?- 21ι 

'" 22口 監五心、民合 c金目立2民館
'"お定 むア占公民館

'" 長斗又按 議ιE日伊

d- 2iド t とど .E会議~

c;の会 t でふ、 40顎ιLとの方に8冒環~IT健診を、ま

た18 烹---49'~，までの婦人を対象に主芝居l杭査を行;、

広曹とみとめたコちにほ院による聴打r予を行た

た L、l_"むl 主民主当:ぷ午後1時3おう?から3時ま
で、

7 

叛売品e ijま肉、ハム全占五

割引 平常居頭ノjザ臼忠E格む

1∞Fにつき20円安@
EただL、ー部特価品を除<)

問い合わせば市役所生活諜

仁震諒吾23・肉親264)

し*f~fJの会場は14時~15帯

8月28日 中原公'"'苦言金田公aJ壇
出岡崎公民館

ρ29臼 花オロ公E蛍富 市E討丙鵠
ク 30日 神田公民館八幡公民主官

京成唱t05議富

山 1川!仔川山川3れ川山"山3付"口m山I日'"引， j保案緩完所与jだ芝よ り"山2幻出"山I
4争争平境保鍵所 C笥話3詑2一イQ日13日〉
φ母子健康子々Eと筆記用具持番

滋場所ー平揖保健所

襲撃持関・ 13時~14時まで

[3か月児縫診〕

9月 7 54年 5 月 1 白 ~10日生
9月 14臼 54年 5All 日 ~20臼生

百Jヨ21日 54年 5fj21日-31自主主

[3歳児健診〕
雪月 6日 51世 7月 1臼-10日生
9月20B 51年 7 月九日 ~20日坐

9 ;:127日 51年7 月21日 ~31白星

さE問10か月から12か月末イ謁の赤ち
ゃんが受げる健診です。受診できる

医療機!認が限られます。〈わしいc
とは罷健所におたずねください。

自月中に潟1裁になるお子さん呪
対象iこ乳幼氾的吐干教室ぞ掬きます.
日 1手 9月14B 13時307~同hら

場肝耳塚保健}汗

生活関連物資{総務調王室

モニター犯人による 7月四平均侶格

品目!規格!ij'¥:完芝居

合成洗剤 IL 66k9入 I594月 I603円
砂 閉!上由 lk9I 236コヨ I227円
す5ダ油 I 70011 I 29町 I321門
小麦粉 1 1 均 i159円 I150円
しょうゆ 1 I入 I23C内 I216円

42J216T円四月I1問
販問 11湾問011I 177内 I165Pi 
再 卵 MlGi酉入 I 169円 I160月
ゲロパY I 10 地 I 344円
灯油 I18 Q配透 I868Pi 
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駅
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口
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ス
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話
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湾

凶
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唱
一
分
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救
旬
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ン
点
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降
り
〕
屯
高
認
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廷
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一
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容
忠
弘
会
協
会
で
は
、
自
動
最
免

許
証
の
更
新
時
に
必
要
な
特
例
講
習

会
そ
一
一
聞
く
。
手
付
持
閣
は
、
午
捷
五

時
一
一
一
ア
分
か
1
b六
時
ま
で
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マ
8
月
犯
行
山
崎
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8
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日
日
開
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小
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9
月
3
円
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日
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日
制
仲
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9
月
5
巨
大
野
や
一
夜

門

v
n
v角
6
臼
中
原
小
学
校

マ
9
月
7
臼
富
士
見
小
学
校

V
9丹
江
日
市
民
セ
ジ
タ
1

ζ うしているうち、そのヨ翌年凶

富士山が爆践し、 Ijjはその降白石少

を大是正に運んできてここに花荘重b
滋ってもすぐJ生損してしまうので

幕府は間百年(17C幻強い姿勢で

実施を迫ったが、噴民は定車交を変

えず、あいまいな棋史のi酉照寺を

領主は代替地を得れば局保九に関係

ないが、簡ま永久にその土地か

ら離れてしまうといって貴い F

がDこれを曇かし、よって高麗寺

は本寺東叡:iJのプフを袋Dて反対b

たが、幕府自民勢が変らないとこ

ろから、!日河 '1般を rJ~主主地に帯た

いと顕い、新作JIIJ敢になる回燭2

町 (2.6':.) の代Dとして、

!日向JJI敷 4ffiJ1伝 (400.4 ?7c) 

が樽られる見込みが立って実施氾

賛成し、平場浴ち、!日河川敷に樋

1潟、長さ 422間の排水掘を設

けて、 ζ れを境とすること、古川i

i重りの傍にあるそ主還は互いに狭ば
めないことを議件としてこれを承

知したので、宝矢 3年以来、ある

いはそれ以上長い間の懸案であっ

たろう ζの位置巴世軒多が実施さ

れ、授7年、平塚宿と大磯宿 a高

麗寺領聞で交書交換をきした。

正文寅臼井弘〉同おたずね{式市史

編さん皇室へ (31.-042お

7事

ガく凝動積物の違辺、探捕はやめようヲ次の車

問止、漁業法および神奈別配信仰盤潟

則に規定されている。搬にijったとさはft厳
していただきたい。

①神奈川県の沿岸には、持又障が設定さ

れておD、漁業者でない入力f以(あわび、さ
さえ等コおよび海環〈わかめ、てんぐさ、ひ

じき等コをとると漁業去の椛刊U:'，与となる。
②水中銃、プクプクジク、水ちといそが

おまたはもり等を使用してか、灯、海叶l続可予
をとることは禁止されている。

③魚、貝、海部類に有己ごなろcっと叫やI11にす
でた幻滅したDすることは去 11されυてる。
④議品を使用して飼い虫をとゐニとは士号止さ

れている。

平
塚
北
ロ
l
h
m
D
lク
ラ
プ
で
は

従
来
、
政
揮
、
常
務
、
持
ペ
込
河
に
つ

い
て
市
民
の
た
め
の
相
談
を
行
っ
て

主
た
が
、
己
の
た
び
?
会
員
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
壬
れ
ぞ
れ
の
来
種
に
関
す

る
専
門
の
金
日
間
が
、
枠
活
上
の
問
題

か
ら
経
営
に
閲
す
る
乙
と
ま
で
何
で

も
相
談
に
応
じ
る
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
塚
北
口
i

夕
日
i
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
電
話
す
る

と
、
事
務
局
員
が
相
談
関
空
紹
介
す

る
。
電
話

n
i一
つ
九
O
、一一}二

六
、
一
一
三
七

レ
ク

初
軟
白
一
臼
を
観
光
パ
ス
で
、
県

立
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
(
愛
川
町
)

ぞ
見
学
し
、
藤
野
慰
一
石
フ
ン
ド
(
滋

野
町
)
芝
訪
ね
て
み
よ
っ
。

マ
と
き
日
向
付
7
日
(
金
〉
午
前
九

時
三
十
分
h
r
b午
授
時
一
時
。
午
均
九

時
二
十
分
平
均
品
駅
南
口
集
合
。

マ
申
し
込
ぷ

8
月
お
臼
ま
で
に
手

翌
日
間
一
写
暴
同
氏
諜
(
電
話

n
i二

七
一
一
肉
親
二
三
八
)
へ
電
話
で
申

ん
込
む
e

先
達
自
五
中
人
・
昼
食
吋

の

高
浜
台
地
区
は
、
昭
和
五
十
五
年

ま
乏
に
一
友
血
行
の
胤
制
が
苦
れ

4
3
。

花水iJl1l支醇図 C宝永類作成〉

水

花ノ古!ilの改修工事は、駿長15年

(1610年コに、本市叫i下と大磯町

高疎(C.まコの墳から、その川'F

2 0 0関ほどの震に実躍したが、

そのJJI下は依然として闘ったまま

であった。

そして、その出ρ;方は現在の境

界が示すように、今の花水カミら

すると、当市のブゴヘコの字状に入

Dとんでいた。 ζ れを古鞍E翠でH，

ると、もっと極端iで、数字3の下

午分のようになっている。

流れは樗王将し、大2く¢際(7)産!i7k

も多かったのふ幕府は宝永3年

ぐ1706)、E室長 15年に改催した

ととろから、現訟の花A.く横む南5

0間ほどの関白改俸を命じた。し

かし、 ζ の時壮高麗寺やその領民

の反対こあって実施百きなかった。

高騰寺は慶長(7)我惇によって、

寺鎮の田畑12石ほどが新向)11数

その代書製品在得たの

(1632)のこ

25 らなかったことがあ台、また、鎮
毒民はその代替地は践に制泊所有

室主主になっている所もあって、その

害減少分の取得に苦労しておD、そ

の上、今回については耕担が不便

になるというととからである。
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度
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A
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る
。
資
料
一
服
覧
コ

ー
フ
ー
や
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談
コ
ー
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れ

る
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で
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日
悼
み
の
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に
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。
マ
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県
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す
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地
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働
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た
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め
に
第
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屈
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手
る
ふ
る
吉
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ま

つ
り
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れ
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日
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無
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ヶ
崎
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絵
菌
、
写
真
、
曹
、
盆
栽
、
苧
工
芸

パ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
茅
八
白

ど
自
慢
、
丘
町
柿
な
ど
匂

マ
締
め
均
百

9
月
沼
百

V
民

bι
持
方
訟
や
作
品
の
規
格
導
に
つ

い
て
は
、
市
笠
芦
諜
(
電
諮
お
一

)
一
一
内
線
一
一
六
一
一
一
)
へ
お
た
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ぬ

を
。
申
込
需
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少
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に
あ
る
。

。巡問自主主 8 月23 臼仁木〉問時~15時共栄ヱ

業仁掛)/8月25E3(土)10時~15時横浜日E呈

モー丘一/8月26白〈日)1C時 ~12時 Fσ村場 a
13時~158寺 潜IJ惜主全校く潜地区自治会)/9月2

仁田コ 10時~15時豊田公民館(豊田地区自治

会)/9月12白 C水)1α時""158寺パイロットプ
レシジョジ ζ揖コ

へ〈ん〈へ~ご協力品甘かとうございました~旬、~ハハ

富士毘地区自治会75本、江講高校109広、自主主サニ
F 湖南65:本、大東イ巳苧55京、横浜ゴム 620本、な
でしζ地Lま自治会 72本、祭主導地ぼ向治会110本、
なでしこライオンズクヨブ33本

献血者には、銀鼠色町に

役立つ肝臓やコレステ

ロ~ノレなど 5種類自由

捜検査サービス在行っ

ている。

が
、
ナ
ベ
ザ
ふ
に
「
横
内
O
O」
と
な

っ
て
お
り
、
非
常
に
ま
ざ
b
わ
し

い
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他
市
町
村
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ら
ミ
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人
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混
乱

し
、
間
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苦
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で
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よ

事
フ
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改
め
て
い
た
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た
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横
内
と
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、
横
内
公
民

館
前
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八
ム
員
一
館
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等
に
。

ま
一
た
、
横
向
上
の
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体
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待
合

所
の
再
考
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い
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a

そ
れ
に
、

待
合
所
の
属
根
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一
修
理
は
会
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壱
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お
し
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芸
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の
こ
と
ほ

困
層
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苧
で
台
る
だ
げ
使
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ず
に
、
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の

2

3
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が
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な
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し

自
噛
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っ
そ
乏
で
か
つ
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ま
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反
対
に
、
お

ま

母
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分
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け
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喜
子
は
か
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し
ゃ
〈
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入
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れ
あ
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わ
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れ
ば

と
し
て
重
七
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つ
け
ら
れ
な
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そ
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き
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い
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さ
ん
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話
を
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聞
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じ
た
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申
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揮
し
終
涯
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7
0
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に
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愛
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も
っ
さ
ん
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ず
る
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が
で
き
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正
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す
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よ
ち
に
」
と
欝
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い
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一
位
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す
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っ

い
の
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〈
り
す
と
す
侍
間
を
つ
く
っ
て
く

し
あ
る
お
母
さ
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。

い
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は
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子
供
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大
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あ
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な
り
戦
争
の
よ
フ
弱
~
同
プ
町
釘
れ
て
し
ま
っ
た
予
供
の

な
や
り
と
り
を
し
て
し
ご
ニ
:
士
一
一
喝
気
持
中
ι
十
分
に
尊
重
じ

ま
い
が
ち
で
ナ
ね
。
そ
し
て
子
院
た
上
JC
、
お
母
さ
ん
が
自
分
な
D

の
気
持
が
わ
か
ら
ず
、
ま
す
ま
7
の
接
し
万
・
腎
で
万
を
挟
し
て
く

限
れ
て
1
U
ゅよ
v
っ
て
し
ょ
う
a

だ
さ
い
。
立
3
か
し
い
乙
と
か
も

ζ
ん
な
時
に
は
、
子
供
に
ほ
か
し
れ
ま
せ
ん
か
月
討
を
も
っ
て
や

を
や
ら
す
名
前
に
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
子
供
に
と
っ
て

そ
白
時
の
子
供
の
状
誠
に
じ
っ
〈
白
お
母
さ
ん
は
、
あ
な
た
階
ひ
と

D
つ
き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
り
な
の
で
す
か
ら

i
。

日
常
つ
い
出
て
し
ま
す
ヨ
「
ダ
メ
ダ

構内上のパス揮と持告所

平
壕
潤
費
住
活
セ
ン
タ
ー
J

叫んは、

川
町
一
選
火
揺
臼
に
「
専
ら
し
り
議
符
」

を
開
い
て
い
る
。

マ
9
舟一
4
日
安
心
を
手
づ
く
り
で

〈パ
Y
F焼
い
て
み

4
3
実一留

守

q
h
n日
生
活
淘
塔
同
点
J

ハく

ppレ
の
マ
ナ
1
〉

き 9月16B(思〉
午前の8il 9時30分間者
今後の吉s 1孫子30eま 4・

ところ市民センター
今出演考 二葉百内陸、太問主夫、春日ゴド権時、玉

j晴華、浪花躍践活

京入場帯主謹者主往復はがきに住所、氏名、年齢、職業

と希望Fる午骨古の部または午後の部者記入のうえ、 8
~131 日までに市民セン点」事務局く干251平抵市平塚新
宿鰯番地〉申し込みを。

市民センター電話32-2235

a福島-島叩崎一位匂古旭町陪⑤位一-屯Z司回目白句ゐ-白笹田町伊崎尚司白鳥 一一一一一、-司同国司ー

県動物保設セ'-"，5<ーでは、借て犬による野犬

白域加と犬によるなゾ?をぐた反h 今月も次の

r3でで不!日犬の巡'l*tx:与を行).
当日分とを<'.11されるブゴは、 f印かんj rコミの
札 j r注射消去j と袋二た r中長老持事のうえ会場
へお出かけを包なお、収阜の停沼時1;_i!Vま5分
間なのでおまちがいのないように。

5 月? 臼 〔こ七) 9 Jl8 日 (ニ主〉
9 '00 神間込民館 9 '20 松原公民館
9 '20 大野公民館 9 '40 筑間公民館
9 ， 5む 中限公民館 10: 00 ;(}:;7.1(公民館
10' 10 畳間弘氏館 10' 20 常ゴ見公民館
10' 30 誠公B's宮 10 問団公f~f棺
10，50 金[官公民館 11: 15 G沢公民貧富
11'10 門崎公民館
11 ， 30 全日公民舘

と
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